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Profile 
‣1984年山口県出身  
‣鶴見区馬場在住 
‣神奈川大学法学部卒 
‣よこはま健康友の会会長  
‣横浜東民商顧問  

公務をないがしろにする態度は反省を！ 

加藤議長（左から 2番目）に申し入れる共産党県議団 

５月 2０日、先の議会で議決された自民党会派によ

る国際園芸博を開催していたカタールへの県政調査

において、調査団団長が議長などに届けることもなく

途中帰国をしていた問題で、自民党団長が謝罪した

ものの、当人からの謝罪も説明もないため、派遣権者

である議長に対して改善の申し入れを行いました。 

途中帰国の理由は明らかにすべき 

 公務の視察であっても、途中で離脱すべき事情が
発生することはありうることです。そのため、県の規定

でも議長が適切であると認める場合には、離脱の際

の費用を公費で負担することもあるとのことです。 

しかし、今回議長は適当であるとは認めておらず、

1人当たり 81万余の旅費のうち 23万余を当該議員

が返還したと報道されています。調査団の団長が、適

当と認められない理由で途中帰国をするような視察

では、その正当性・必要性が問われることになるので

はないでしょうか？ 

県政調査の在り方自体の見直しを 

 以前も、議会で討論した際にニュースでお知らせし

たように、私たちも視察自体の必要性は感じています。 

しかし、委員会での視察や政務活動費での視察がで

きるようになっている今、さらに別枠で会派での視察

のための制度や予算を恒常的に維持する必要性はな

いと考えています。 

 議会に送り出してくれている住民の理解を得られる

議会活動であるのか、私自身も襟を正しながら取り組

んでいきたいと思います。 

議長あての申し入れ文 


